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研究成果の概要（和文）：本研究は、東アジアの地方社会を「地方的世界」という観点から、地

方社会の形成の論理、現代的な変化の特質、そして今後の発展の可能性や課題を明らかにした。

東アジアの地方社会では村落と都市（町）は対立しているのではなく、歴史的文化的伝統の上

に成り立つ両者の有機的な関係が形成されてきた。そして、それに立脚して「地方的世界」が

存在してきた。したがって村落はもとより、地方都市（町）、そして両者の関係の繁栄や再生こ

そ、地方社会、延いては東アジア自身の豊かな発展に不可欠であることを明らかにした。 
 
 
研 究 成 果 の 概 要 （ 英 文 ）： This research has investigated logics of formation, 
characteristics of contemporary change, and possibility and tasks of sustainable 
development of local societies in East Asia from the viewpoint of ‘local world’. 
Villages and local cities (towns) in East Asia have never been opposed to each other, 
but organic relationships between them, standing upon historical and cultural traditions, 
in each local society, have been formed. And ‘Local world’ has been created on this 
basis. Therefore, not only prosperity and regeneration of villages, but also those of 
local cities (towns) and relationships between them, are indispensable for affluent 
development of local societies and East Asia itself.  
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１．研究開始当初の背景 
(1) 東アジア（東北アジアと東南アジアを含
む）の発展はめざましく、この発展を背景に
「東アジア共同体」構想も生じている。しか
しながら東アジアの発展において主に注目

されているのは大都市・首座都市（圏）であ
り、背後にある地方社会の問題は十分に視野
に入ってこなかった。しかしながら本来、東
アジアの特性は、広大な地方社会を内包して
いることであり、そのなかに非常に多様な地



方文化が歴史的に息づいてきたことである。 
 
(2) 現代においては人口の大都市への集中
傾向が強まること、またグローバル化のなか
で画一化が強まることによって、地方社会の
危機が生じていることも確かである。しかし
ながら多様な地方社会の発展は、東アジア全
体の発展にとって不可欠の要素である。それ
なくしては、「東アジア共同体」も実現でき
ないであろう。その意味において、東アジア
の地方社会の解明を強化することは是非と
も必要である。 
 
 
２．研究の目的 
(1) 以上の背景に立って、本研究は東アジア
の地方社会について個別的かつ全体的に解
明することを目的とするものである。そのた
めに、地方社会を「地方的世界」という観点
から捉え直して、地方社会の歴史的社会的意
味を明確にし、研究の展開を図った。 
 
 
(2) 本研究の観点である「地方的世界」とは、
地方都市（町）－村落（農山漁村）関係から
成り立つ地方社会のことである。地方社会を、
地方都市（町）―村落関係から捉えると言い
換えてもよい。東アジアの地方社会では、こ
の都市（町）―村落関係が軸にあり、それ自
身はさらに複層的に展開している。そして最
も基底にあるのは、数多くの村落と、それら
と結びついて成立している町が形成する地
域社会である。この関係の種類、強度、規模、
地理的範囲等は、各地方社会がおかれている
国、地域、民族等の性格によって異なるが、
その仕組み自身には共通性がある。 
 
 
(3) 本研究では、以上の「地方的世界」につ
いて、その編成の原理や伝統、そして動態や
展開を実証的に解明することを重視してい
る。同時に、２１世紀の地方社会の豊かで持
続可能な発展の条件や課題を模索すること
も重要な位置を占めている。 
 
 
３．研究の方法 
(1) 以上の目的のために、次のような研究の

方法を採用し、調査研究を実施した。 
 
①「地方的世界」の歴史的形成プロセスを、

歴史社会学的な視点から分析することである。

それを通じて、「地方的世界」が一つの「世

界」として形成される意味や論理を明らかに

した。 
②「地方的世界」の変動や動態を分析するこ

とである。とくに植民地化、国民国家形成、

東西冷戦体制といった経験は、「地方的世界」

に大きな変化を生み出したので、これらの側

面を重視した分析を行った。 
③「地方的世界」のグローバリズム下におけ

る展開を分析することである。それを通じて、

現代的要因が「地方的世界」に何をもたらす

かを明らかにした。 
④東アジアの様々な「地方的世界」を比較す

ることである。これによって「地方的世界」

の社会的文化的な共通性と多様性を検討した。 
⑤「地方的世界」の現代的再生や持続可能な

発展をナショナリズム、グローバリズム、エ

スニシズムなどとの関連で明らかにすること

とである。それにより地方社会の発展を一般

化された概念と結びつけながら検討した。 
 
 
(2) フィールドワークを中心とする現地調査

に関しては、研究期間の各年次において以下

のような課題を設定して調査研究を実施した。

また調査成果を共有するために、年 3 回程度

定期的な研究会を継続的に実施した。 
 

①第１年次（2007年度）は予備調査を実施し、

調査地を確定する。また調査地に関する各種

データの収集と共に聴き取り調査を実施する。 
②第２年次（2008 年度）は、(A)地方都市（町）

の歴史的形成と展開、そして(B)地方都市（町）

と周辺地域の関係の特質を政治、経済、社会、

文化の諸側面から明らかにする。そのため資

料収集・聴き取りによる現地調査を実施する。 
③第３年次（2009 年度）は、「地方的世界」

の現代的変容を重視した現地調査を実施する。

必要な場合は、アンケート調査も行う。 
④第４年次（2010 年度）は最終年次のため、

補足調査等を実施し本研究の完成度を高める。 
 
 
(3) 研究水準の向上や研究の国際的展開・交
流を推進するために、外部からの評価や国際
会議を以下のように実施した。 
 
①本研究グループ以外の専門家から、本研究
への評価や指導・助言を継続的に受けた。そ
の分野や担当者は次の通りである。 
（2008 年度） 
東南アジア研究分野 
赤木攻（元大阪外国大学学長） 

東北アジア研究分野 
小林一穂（東北大学大学院教授） 

（2009 年度） 
都市・地域社会学分野 
中田實（名古屋大学名誉教授） 

（2010 年度） 
農村・地域社会学分野 



 細谷昂（社会調査協会理事長） 
地域研究分野 
 杉村和彦（福井県立大学教授） 
 
②国際会議を２回開催し、次の海外専門家を
講演者・助言者として招聘した。その成果は
各年度の報告書に掲載した。 
（2009 年度） 
会議テーマ 

「Dynamics and Diversity of ‘Local 
World’ in East Asia」（11 月 21 日） 

招聘者 
金弼東教授（忠南大学社会科学部教授・韓 
国） 

林瑋嬪（台湾国立大学文学院副教授・台湾） 
Maniemai Thongyou（コーンケーン大学メ 
コン圏プルーラリティ研究センター副 
所長・タイ） 

Kan Zaw（ヤンゴン経済大学学長・ミャン 
マー） 

Sukamdi（ガジャマダ大学地理学部准教授・ 
インドネシア） 

（2010 年度） 
会議テーマ 

「Dynamics and Sustainability of 'Local 
World' in East Asia」（11 月 27 日） 

招聘者 
Liang Yongjia（シンガポール国立大学ア 
ジア研究所上級研究員・シンガポール） 

Phan Thanh Hai（フエ遺跡保存センター副 
 所長・ベトナム） 
Joel V. Mangahas（フィリピン大学前教授・ 
フィリピン) 

 
 
４．研究成果 

(1) 従来、東アジアを地域区分する時、東北

アジアと東南アジアという区分が一般的であ

った。しかしながら本研究の実施を通じて明

らかになったことは、東アジアの「地方的世

界」の歴史、文化、現代的展開等を勘案する

と、この区分が必ずしも適切はないことであ

る。特に今日、東アジアの経済発展が東シナ

海沿岸域、それを南下して、東南アジア大陸

部海岸線を縦断する帯を軸にしていることを

考慮する必要がある。つまりそれぞれの国・

地域における中央―地方という空間的配置だ

けではなく、東アジア全体における中心―地

方（周辺）という空間配置のなかにも「地方

的世界」を位置づける必要がある。この点を

ふまえると、「北東アジア周縁域」、「東ア

ジア内陸域」、「東南アジア沿海域」の３地

域区分が有効なことがわかった。地域区分と

主な調査対象地の関係は表１のとおりである

（なお、これら以外にも、若干の地方社会を

比較等のため調査した）。 

表１ 
 調査対象

地 
属する地方行

政区 
国・地域

豊岡 兵庫県 日本 
東海 江原道 韓国 
延吉 
 

吉林省朝鮮族

自治州 
中 国 東

北部 

北 東

ア ジ

ア 周

縁域
内埔 屏東県 台湾 
保山 雲南省保山市 中 国 西

南部 
ムアンサ

イ 
ウドムサイ県 ラオス 

ソンラー ソンラー省 ベ ト ナ

ム 

東 ア

ジ ア

内 陸

域 
ローイエ

ット 
ローイエット

県 
タイ 

ラワッグ イロコスノル

テ州 
フ ィ リ

ピン 
バントゥ

ール 
 

ジョグジャカ

ルタ特別州バ

ントール県 

イ ン ド

ネシア 

東 南

ア ジ

ア 沿

海域
モウラミ

ャイン 
モーン州モウ

ラミャイン県 
ミ ャ ン

マー 
 
 
 (2) 北東アジア周縁域の「地方的世界」 
①この地域は、今日の東アジアの中心的経済

発展域の北側に位置している。日本の日本海

側、韓国の東海側、北朝鮮、中国東北部内陸、

台湾東部などが組み込まれる。この地域の「地

方的世界」は、同じ国内に東アジア経済発展

地帯をもつが、周辺化されている。 
②中心の地方都市（町）の形成には村落―地

方都市（町）関係とともに、外部ネットワー

ク拠点という側面をもつ。豊岡（日本）は近

代以前の海上交通拠点、東海（韓国）は植民

地時代における石炭搬出港として出発した。

一方、延吉（中国東北部）は朝鮮族自治州の

州都、内埔（台湾）は客家文化の地方的拠点

であるというように、特定のエスニシティと

地方都市（町）の形成が関係している。 
③今日、国内の大都市（圏）との格差のため、

各調査対象地では人口流出が深刻な問題であ

り、放置すれば「地方的世界」の衰退は確実

に進行する。このため、各調査対象地では歴

史的文化的独自性を表出・表象しながら発展

を模索していることが明らかになった。豊岡

は旧国「但馬」という地方性を重視し、東海

は東海・日本海という海域圏ネットワークへ

の参入を目ざし、延吉は隣接都市との連携強

化による開発を図り、内埔は客家というエス

ニシティ性の利用による地域づくりを目指し

ている。東海・日本海沿岸地域の海域圏ネッ



トワークは中国東北部や日本の「地方的世界」

を巻き込んで現実化する可能性がある。 
 
 
(3) 東アジア内陸域の「地方的世界」 

①この地域は、中国西南部から東南アジア大

陸部の内陸部に至る空間領域をなす。上述の

東アジア経済発展帯の西側に位置し、独自の

様相を呈する。その中心部をメコン川が流れ、

今日では「メコン圏」として注目されつつあ

る。中国という視点からみれば、沿岸部と内

陸部という対比における内陸部の事例をなす。 
②「地方的世界」は、典型的には「盆地世界」

と呼ばれる村落と町の繋がりの中で生成・発

達した。ローエット（タイ）のような平原部

でも、その原理は歴史的文化的に継承されて

いる。またこの地域に特徴的な民族の散在性

を背景として、各「地方的世界」には複数の

エスニシティによる伝統的な共生が築かれて

きた。同時に、保山（中国西南部）の周辺村

落の回族のように、交易従事によって各「盆

地世界」を横断し、かつ繋ぐ少数民族が存在

した。彼らを通じて「地方的世界」はより広

い世界のなかに融合された。さらに社会主義

国家とソンラー（ベトナム）の関係などにも

示されるように、近代以降の国家権力による

伝統の解体や再編も行われた。同様に伝統的

な共生関係も変化した。つまり地方都市（町）

への主要民族（保山では漢族、ソンラーでは

キン族）の流入が進み、「地方的世界」のエ

スニシティ図は塗り替えられ、生活様式や文

化が主要民族化（漢化・キン化）される。 
③ベトナム戦争・冷戦体制の終結と共に、「地

方的世界」が外部（国境をも超える）との関

係を急速に拡大し、今日に至っている。また

地域内で人の流動性が高まっている。そのな

かで、ムアンサイ（ラオス）のように、新し

い地方都市、そして「地方的世界」の生成さ

え進んでいる。この急激な社会変動が伝統的

な持続可能な生活を変容させており、「メコ

ン開発」のなかで新しい持続可能性を模索す

る必要性が生じている。また早くより資本主

義化や近代化の波の中に置かれてきたローエ

ットでは、周辺村落における大都市等への出

稼ぎ依存は深化しており、村落―地方都市

（町）の関係性は相対的に弱体化しつつある。 
 
 
(4) 東南アジア沿海域の「地方的世界」 

①東シナ海から東南アジア沿岸部に南下する

経済発展帯の南側の東西には、経済発展から

相対的に取り残された地域がある。ミャンマ

ーの沿岸部から、インドネシアの島々、そし

てフィリピンに至る領域である。マレーシア

やタイ南部の沿岸部もこの地域に部分的に含

まれるであろう。 

②「地方的世界」は、海や海上交易と密接に

結びつきながら、典型的には「ヌガラ」的な

ものとして存在した。同時に植民地化が「地

方的世界」の編成に大きな影響を与えたとも

いえよう。モウラミャイン（ミャンマー）で

はイギリスの、ラワッグ（フィリピン）では

スペインの植民地支配によって採用された地

方行政の骨格が現在まで継承されている。 
③経済的な立ち後れを背景として、地方にお

ける海外で稼ぎが目立っている。ラワッグは

ヨーロッパやアメリカへ、モウラミャインは

タイへ、バントゥール（インドネシア）は同

じマレー圏の国々へと、主に農村部より数多

くの海外出稼ぎ者輩出している。ここでは「地

方的世界」は海外で稼ぎへの依存を高めるた

め、中心となる地方都市（町）の経済は海外

からの仕送り資金の貫流によって支えられる

といった構造を生み出している。「地方的世

界」はグローバリズムのなかに深く組み込ま

れており、それとの関係性のなかで持続可能

な発展をどのように進めるかという課題が生

じている。またこの地域の相当部分は、現代

において巨大自然災害（地震・津波）に継続

的にさらされてきた。バントゥールは 2006 年

5 月のジャワ島中部大地震の震源域に立地し

たため、大きな被害を受けたため、その復興

を通じた持続可能な「地方的世界」の再生が

最大の課題となっている。 
 

 

(5)本研究は、三地域区分を踏まえつつ、個々

の地方社会を事例的に詳細に分析することに

よって、以下のように、東アジア社会の研究

に対して重要な寄与を行うことができた。そ

の意味で、当該分野の学術研究へのインパク

トは極めて大きいと思われる。 

 

①従来の研究動向に照らすと、地方社会とい

う発想から、東アジア社会を取り上げること

自身が斬新である。従来は、村落なら村落、

都市なら都市（とくに大都市）が研究上で主

に注目されてきた。そのなかで東アジアの都

市論や村落論が形成され、研究の発展も見ら

れたことは確かだが、地方社会という中間的

領域の社会空間への意識的な注目は十分では

なく、国内外においてその研究の蓄積は弱い。

しかしながら、最初に述べたように、東アジ

アにおける広大で多様な地方社会の展開を考

慮に入れれば、地方社会への意識的なアプロ

ーチは是非とも必要である。 



 

②東アジアの地方社会を横断的に数多く調査

研究し、比較検討することにより、従来は漠

然としていた東アジアの地方社会の全体像、

そして地方社会相互の共有性や個性を明確に

示すことができた。また地方社会という切り

口によって東アジアを解明することを通じて、

従来の研究では得られなかった東アジア像を

提示することができたともいえる。さらに東

アジアの地方社会の抱える問題点や課題の全

体像も鮮明になった。実際、こうしたアプロ

ーチは日本の研究者はもとより、研究の国際

的な規準や水準を作り出してきた欧米の研究

者によってもなされてこなかった。 

 

③地方社会を捉える観点として、「地方的世

界」（local world）という概念を提起し、そ

れに準拠して地方社会をより十全に分析した

ことである。具体的には村落―地方都市（町）

関係を基礎おいて分析することである。村落

－都市（町）関係による地方社会の把握は、

すでに地理学などに存在することは事実だが、

それらの方法では、社会、文化、生活、文化

といった側面への認識が弱く、人口や市場な

どの形態的図式的な把握に傾斜しているため

に、「社会」の分析としては物足りないもの

であった。本研究における「地方的世界」の

概念は、従来の形態論等を超えて、より「社

会」的そして社会学的に地方社会を把握する

ためものであり、地方社会を考察する観点や

枠組みとして今後有効なものである。 

 

 

(6) 本研究を出発にして、東アジアの地方社

会の研究は大いに発展することが期待される。

本研究を契機として、関係する分野の研究者

の研究モティべーションが惹起され、地方社

会の研究の蓄積がなされるものと期待される。

また本研究の成果は大きい自負しているが、

本研究はこの分野の研究の発展のための礎に

なるべきであろう。本研究の実施にあたって

は、それになりに完成度の高いもの目指した

つもりであるが、本研究への批判的な視点に

よる研究の展開を含めて、さまざま研究が今

後展開し、この分野の研究の水準が高まるこ

とが期待される。また、それを通じて、東ア

ジアの地方社会の個別的にまた全体的に深く

追及され、その持続的発展に資することが期

待されるところである。 

 そのため、本研究の最終報告書（2011 年３

月発行）を元にして、成果の主要部分を市販

出版物として刊行し、本研究の成果がより多

くの研究者に共有されることを目指している。 
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